
６月下旬～８月上旬

⑨集落での話し合い終了後、現
地確認

⑩関係者が集まり話し合いを実
施

・各担い手が耕作する農地や地
域の意向を話し合い

・農地利用図の作成
⑪農地利用図を地域住民に説明

５月中旬～６月下旬

⑦集落事前アンケートの実施
・農地情報（権利関係・作付・将来
の意向等）を収集

⑧集落単位で全戸が対象の話し合い
の場を設置

・現在の農地の権利者や耕作状況を
白地図への書込み

・将来的な農地の扱いについて希望
を意見聴取

・地域農地管理者の選定

３月～５月中旬

①県・市・ＪＡ出資法人等で実
施範囲の確定

②自治会、農会等の役員へ説明
③自治会、農会等の役員で事業
実施の確認

④白地図の準備
⑤地域農地管理者候補の選定と
打診

⑥住民への周知

農地利用図の作成について（案）

Ⅰ 事前準備 Ⅱ 地域での話し合い Ⅲ 関係者での話し合い
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【県】
〇モデル地域の選定
〇実施に際しての指導・助言
〇モデル地域推進員による全体
調整・とりまとめ

【農委】
〇農地情報の把握・提供
〇地域への周知
〇農地の利用調整に係る指導・
助言

【市町】
〇地域との連絡調整
〇地域への周知
（〇農地利用図への入力）

【ＪＡ】
〇農地情報の把握・提供
〇地域への周知
〇営農・作付け等に係る指導・
助言

（〇農地利用図への入力）

【担い手】
〇地域関係者との関係構築
〇耕作農地の検討

【地域住民】
〇農地情報等の提供
〇話し合い等への積極的な参加

≪それぞれの役割≫

≪作成までの流れ≫

連携・協力

【地域のリーダー・役員】
〇農地情報等の把握
〇地域の意見集約

⑧と⑩繰返し実施

資料２



荒廃農地

未整備農地
（山際）

未整備農地
（集団的）

整備済農地

農地利用図のイメージ

未整備農地
（集落介在）

≪農地利用図（現況）≫ ≪農地利用図（将来）≫

〇農地利用図に記載する事項
・農地所有者
・耕作者
・栽培作物（水稲・野菜名・保全管理・遊休農地）

※将来の農地利用図には、左記の事項のほか遊休農地の扱い
（地域農地管理者が耕作or非農地化）が分かるように記載。

※農地中間管理事業の活用が必要。

地域農地管理者Ａ
（認定農業者）

地域農地管理者Ｂ
（ＪＡ出資法人）

非農地化

【農地の集積・集約の加速化】
ア 農業用機械の導入支援
イ 就農者の早期育成
ウ 経営管理への指導･支援

【受け手のいない農地の有効活用】
ア 農地活用への支援
イ 栽培や放牧に必要な人材･機械
等導入支援

ウ 人材確保への支援


